
数学C 固有値と固有ベクトル ( )年( )組( )番( )
こ ゆう ち こ ゆう

固有値
こ ゆう ち

n 次の正方行列 A に対して, A x ＝λ x , x ≠ O となる定数λと n次の
じ せ い ほ う ぎょ うれ つ たい て いすう じ

列ベクトル x が存在するとき，λを( )， x をλに対する固有ベクトル
れ つ そん ざい たい こ ゆ う

という。

固有値を求めるには， A x ＝λ x の両 辺に単位 行列 E を掛けて移項して，
こ ゆう ち も と りょ うへん たん い ぎ ょうれ つ か い こう

( A－λ E ) x ＝ O より，det ( A－λ E ) ＝ 0 になる。

det は行 列式 determinant の 略である。2 次の正方 行列では Δ ＝ ad－ bc である。
ぎょう れつ しき りゃ く じ せ いほ うぎょ うれつ

1 4 1－λ 4
A ＝( ) の固有値を求める。( A－λ E ) ＝ ( )よりこ ゆ う ち もと

2 3 2 3 －λ

det ( A－λ E ) ＝( 1－λ) ( 3－λ)－ 4 × 2 ＝λ2
－ 4λ－ 5 ＝ 0 になる。

この方程式を固有方程式といい，固有方程式を解くと，(λ＝ ) になる。
ほう ていし き こ ゆう ほうて いしき こ ゆう ほう てい しき と

x x 0(λ＝ ) のとき，( A－λ E ) ( )＝( )( )＝ ( )y y 0

x( x y＝ 0 ) より ( )＝( ) ＝ t ( )y

x x 0(λ＝ ) のとき，( A－λ E ) ( )＝( )( )＝ ( )y y 0

x( x y＝ 0 ) より ( )＝( ) ＝ t ( )y

ただし，t は 0 でない任意の実数である。
にん い じっ すう

※ a x＝ b y の一般解は x＝ b t , y＝ a t ( t は 0でない任意の実数 )
いっ ぱん かい にん い じっ すう
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問題 A A ＝( )の固有値と固有ベクトルを求めよ。こ ゆう ち こ ゆ う もと
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対角化
たい かく か

n次の正方行列 A が相異なる n個の固有値λ1, λ2,･･･,λn をもち，これに対応する
じ せ い ほ う ぎょう れ つ あい こと こ こ ゆう ち た いおう

固有ベクトル x1 , x2 , ･･･ xnをもつとき，列ベクトルを束にした 行列を P とすると，
こ ゆう れつ たば ぎょ うれつ

λ1 0
P－1 AP ＝ ( λ2 ) となる。この行 列は対角成分が( )になり，

ぎ ょう れつ たい かく せい ぶん

0 λn
対角成分以外が( )になり，( 行 列)という。
た いかく せい ぶん い が い ぎょ うれつ

この対角行 列を求めることを( )という。
たい かく ぎょう れつ もと

1 2
A ＝( )を対角化する。た いかく か

1 2
1 －λ 2( A－λ E ) ＝ ( ) より1 2 －λ

det ( A－λ E ) ＝( ) ( )－( )

＝( λ2
λ ) ＝ 0

よって，(λ＝ )

x x 0(λ＝ ) のとき，( A－λ E ) ( )＝( )( )＝ ( )y y 0

x( x y＝ 0 ) より ( )＝( ) ＝ t ( )y

x x 0(λ＝ ) のとき，( A－λ E ) ( )＝( )( )＝ ( )y y 0

x( x y＝ 0 ) より ( )＝( ) ＝ t ( )y

ただし，t は 0 でない任意の実数である。P は t を除き
に ん い じっ すう のぞ

P ＝( ) , P－ 1
＝ ( )

P－ 1 AP＝( )
1 2

問題 B A ＝( )の n 乗を求めよ。
じょ う もと
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